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⾃治体との連携活動
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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プロジェクト︓データスペース、スマートシティ、等
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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スマートシティ社会実装コンソーシアム（代表理事）

Green x Digital コンソーシアム（座⻑）データ社会推進協議会（会⻑）

デジタル化横展開推進協議会（共同代表理事）



政府によるAI政策
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政府・⼈⼯知能基本計画（案）の概要（2025/12/19）
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_hq/3kai/3kai.html



総務省「⾃治体におけるAIの利⽤に関するワーキンググループ報告書」（2025/7/31）
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/jizokukanonachihozaisei/index.html



AIの時代、データの時代
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“AIの時代”
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⼈⼯知能への取組の流れ
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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“Artificial Intelligence” 
proposed by 

Prof. John McCarthy (MIT) 
（1957）

“2001: A Space Odyssey”
（1968）
HAL 9000

Black Monday
（1987）

Quiz: IBM Watson won 
human（2011）

“Shogi”︓AI won professional 
Shogi Player（2013）

“Go”︓Google Alpha Go won the world 
champion of “GO"（柯潔) （2017）

1950ʼs 1960ʼs 1970ʼs 1980ʼs 1990ʼs 2000ʼs 2010ʼs

5th Generation 
Computer Project
（1982〜1992）

2020ʼs

ChatGPT
(2023)

AI 1st Wave 
(1950ʼs~60ʼs)

AI 2nd Wave 
(1980ʼs)

AI 3rd Wave 
(2010ʼs~)

“Deep Learning” 
proposed by 
Prof. Geoffrey Hinton
（2006）
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ChatGPT (Open AI) https://openai.com/blog/chatgpt/
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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LLMの種類と各パラメータ
https://www.sbbit.jp/article/cont1/99349

(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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AIは今も毎⽇加速度的に進んでいる
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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Chat GPT

Google Gemini

MS Copilot

DeepL （⾃動翻訳）

Zoom ⽂字起こし

Google NotebookLM

Perplexity

Claude



“データの時代”
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Annual Size of the Global Datasphere
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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https://www.seagate.com/files/www-content/our-story/trends/files/idc-seagate-dataage-whitepaper.pdf



近年のイノベーションの多くは 、「データ駆動型」
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BIG DATA

⾃動運転

smart cityGenerative 
AI

COVID 19
ワクチン

(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

Machine
Learning Green 

Tech
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AIの使い⽅
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仕事の場⾯で、⽣成AI（LLMなど）を
活⽤していますか︖

活⽤している場合は、どのような利⽤をしていますか︖

24



社内︓現場でAIを⽂房具のような使い⽅

n ⽂書⽣成（やっつけ仕事）
► 挨拶原稿の作成
► シンポジウムの概要テキスト
► ⽂書の校正（これは⽇本語でも有効）

n 外国語処理
► ⾃動翻訳

u 電⼦メール程度のやりとりでは実⽤的
► 校正

u ⾃分で作成した英語を校正してもらう
• 翻訳より校正の⽅が精度⾼い気がする

n ⾳声処理
► ⼝述筆記による原稿作成

u ⼝述筆記 à ⽣成AIで校正
► 会議⽀援

u AIによる⽂字起こし
u ⽂字起こし à ⽣成AIで要約（議事録）

► ビデオに字幕⽣成
u 字幕à ⾃動翻訳で外国⼈対応

n 挿絵の作成
► 会議やシンポジウムの挿絵の作成
► PPTのポンチ絵の作成（これはまだ今⼀つ）

n 壁打ち（LLMと議論する）
► 「◯◯についてアドバイス」とすると、まるっとした⼀般的な答えが

返ってくる。
à ⾃分の考えの抜けや⾒落としのチェックができる

n 画像から構造化データに変換
► 表画像 à Excel形式データに変換

（⽐較的精度が良い）

n 調査（ググるとかWikipediaよりはよい）
► GoogleやWikipediaよりは、LLMに聞いた⽅が、ちゃんとした答

えが返ってくる
► ソフトウェアやシステム、ツールの使い⽅（スマホやPCの⾼度な

機能の使い⽅、設定、等）
► “Deep Research”

2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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仕事現場に最も⼊っている⽣成AIは、議事録作成（要約作成・⽇本語）
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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仕事現場に最も⼊っている⽣成AIは、議事録作成（⽂字起こし・英語）
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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仕事現場に最も⼊っている⽣成AIは、議事録作成（要約・英語）
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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仕事現場に最も⼊っている⽣成AIは、議事録作成（要約・英語）
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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⾃動翻訳
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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メールの⽂⾯の校正
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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メールの⽂⾯の校正
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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調べる︓「ググる」 à ⽣成AIへ (1)
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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質問

⼤阪万博のチケットがあります。
すでに⼊場⽇時予約しました。
抽選も⾏っていくつかあたっています。
しかし、⼊場⽇時を変更しようと思います。
ただ、変更しても抽選であたったイベント実施中は、会
場にいられる変更です。
この場合、変更はどのようにすればよいでしょうか︖
また、抽選であたったものはそのまま使えるでしょうか︖



調べる︓「ググる」 à ⽣成AIへ (2)
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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調べる︓「ググる」 à ⽣成AIへ (3)
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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例）画像認識­１
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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例）画像認識­２
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

37

2026/1/28



例）画像認識­３
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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この写真は、今私の眼の前の⾵景です。私は盲⼈で、
今⾒ているこちらの⽅向に歩いて⾏きます。眼の前の様
⼦を説明したあと、何に気をつけたらよいか、どのように歩
いていったらよいか、ガイドしてください。

画像には、歩道と並⽊道が映っています。以下は、画像の詳細な説明と歩⾏
ガイドです。
1. 画像の詳細:
• 右側: ⼤きなビルがあります。ビルの正⾯には⼤きな柱が並んでいます。
• 左側: 緑豊かな並⽊道があります。道の向こう側には芝⽣や⽊々が広がっ

ています。
• 歩道: 道路の中央に、⾞⽌めのポールが等間隔に設置されています。歩道

の左側は並⽊道と接していて、右側はビルの側⾯です。
2. ガイド:
• 歩道の位置:歩道は右側にビル、左側に並⽊道が続いています。歩道の中

央に⾞⽌めのポールがあるため、ポールにぶつからないように注意が必要です。
• 歩⾏の注意点:⾞⽌めのポール: ポールは⼀定間隔で設置されているので、

⽩杖で前⽅を確認しながら進んでください。
• ビルの柱: ビルの前にも⼤きな柱があるので、柱と歩道の間を歩くと安⼼です。
3. 歩⾏⽅法:
• ⽩杖を使って: 歩道の右端（ビル側）を⽩杖で確認しながら歩くと、ポール

や柱を避けやすくなります。
• 速度を調整: ポールに気をつけるため、ゆっくりと歩くことをお勧めします。
• ⾳や触覚を利⽤: ビルの壁や柱に近い位置を歩くことで、⾳の反響や触覚を

利⽤して位置を確認できます。

以上の点に気をつけて、安全に歩いてください。

2026/1/28



これを説明できるか︖...tryしてみてください
(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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出張先で、レストランのメニューの画像を与えて、おすすめの注⽂を作ってもらった
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

40



簡単なプログラムも作ってくれる
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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マルチメディアでの利⽤例

42

2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.



イラスト作成（スライドの挿絵などは最適）
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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動画作成
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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Sora (Open AI)
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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⽣成AIとデータの融合
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When will AI finish learning from existing human data?
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

48Epoch AI. "Will We Run Out of Data? Forecasting Dataset Size for Language Models.” Technical Report, June 2024.



49

顧客データ
Customer Data

財務データ
Financial Data

業務・運⽤データ
Operational Data

市場・競合データ
Market & Competitor Data

⼈的資源データHuman 
Resource Data

個⼈情報
Personal Data

リアルタイムデータ
Realtime Data

実世界コンテキストデータ
Real-World Context Data

事業のための重要データAI-Agenが事前学習しているデータ

地理データ
Geographical Data

⾼度スキルデータ
High-Level Skill Data

オープン化されている
⼀般知識

Open & General Knowledge

これらを扱おうとしてきたデジタルPF
データスペースや都市OS

汎⽤AI（︖）

2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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NEXT STEP

AIとデータの融合
巨⼤な学習済みモデルとリアルタイムデータの接続が「新しい知能のかたち」

実⾏時に動的に外部の信頼できるデータスペースと連携し、
その際⾼い実⾏効率と⾼い推論能⼒（知能）を実現できるAIの仕組みが必要

50

2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.



2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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RAG
AIエージェント
etc..

データベース
企業情報システム
ガバメントシステム
etc...

AIと既存の情報システムとの融合が進む

社員の誰もが（経営層でも）社内データを直接扱って調査して
経営への⽰唆を得ることができる

データベース⾔語などの⾼度技術を知らなくてもできる
社内の情報格差の解消



⽣成AIに専⾨知識をつけさせる

52
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AIは全知全能の神（AGI）の必要はなく
AIは優秀なデータサイエンティスト（ADS）であればよい

ADS: Artificial Data Scientist

問題の解き⽅だけ知っていれば、答えは知らなくて良い

優秀で、コンパクトな「データサイエンティスト」は、⽇本で作れるのでは︖
データやデータベースを操る能⼒をもっていればよい

（⽇本の勝ち筋︖）

53
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MCP + LLMは
データサイエンティストの代替・補完
（または、誰でもデータサイエンティスト）

データサイエンティストでなくても、⾃社のデータを⾃然⾔語で操れるようになる
経営者が⾃分で⾃社のデータで「壁打ち」できる

54

2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.



LLMがデータサイエンティストとしての
知識と論理能⼒さえ持てば
推論時に、データを喰わせれば、

いくらでも賢くできる
少なくとも、世界中のことを知っている必要はない

物知り博⼠である必要はないので、
その分モデルを⼩さくしたほうが効果が⼤きい
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LLMに専⾨的知識をつけさせる

n課題
► ChatGPTなどは、それなりに賢いので、⼀般的な質問には答えてくれるが、専⾨知識の取り扱いは精度が低い。
► オープンデータを⽤いたLLMの学習による賢さは、そろそろ限界ではないか、とも⾔われている（オープンでない専⾨知識が不
可⽋）

► 既存の⼤規模⾔語モデル（LLM）に、専⾨知識のデータを追加学習させて、専⾨に特化したLLMがつくれないのか︖

nLLMを専⾨知識に特化させる⼿法
► 追加学習（Fine Tuning）

u 本格的な追加学習
u LoRA（Low-Rank Adaptation）︓少ない計算機リソースでFine Tuningを⾏うことができる。
u QLoRA（Efficient Finetuning of Quantized LLMs）

► RAG（Retrieval-Augmented Generation）

(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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RAG

57
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RAG（Retrieval Augmented Generation）技術:検索⽣成拡張 技術

n RAG: Retrieval Augmented Generation
► 「⽣成系AI」（LLM）に、「情報検索」の強みを組み合わせ、従来の⽣成系

AI単独では難しかった精度の⾼い、根拠ある応答を実現する技術。

n 以下の２ステップで「正確で最新の答え」を出す仕組み。
1. 必要な情報を“取りに⾏く”（Retrieval）

u 例えると「⼤きな図書館から該当する本を探す」作業
u 質問（「今⽇の株価は︖」など）に合いそうな⽂書やデータを⾃動で選び出す

2. 取り出した情報をもとに“⽂章を作る”（Generation）
u 図書館で⾒つけた本の要点をまとめて、わかりやすい⾔葉で回答を組み⽴てる
u ここでChatGPTのような「⽂章を⽣成するAI」を使う

n 利点
► 情報が常に最新

u 図書館（データベース）に新しい本（最新データ）を追加すれば、AIが⾃動で
参照できる。

► 正確さ向上
u AIが⾃分の知識だけ考えるよりも、しっかり調べた情報を元に答えるので、誤りが

減る。
► ⼩さなAIでOK

u ⼤量の知識を最初から詰め込む必要がなく、必要なときだけ「図書館」にアクセ
スするから軽快。

n ⽇常でのイメージ
► 質問︓「来週の天気は︖」
► 探す︓気象データベースから最新の天気予報をピックアップ
► まとめる︓「来週は⽉・⽕に⾬が続き、⽔・⽊は晴れのち曇り。気温は最⾼〇
〇度、最低〇〇度の⾒込みです。」

2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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気象データベースから
最新の天気予報をピックアップ

来週は⽉・⽕に
⾬が続き、⽔・⽊
は晴れのち曇り。

要点をまとめる

こたえを出す

しっかりとした情報



RAGの例︓Google NotebookLM
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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データスペースとAIの連携がつくる、新しい知能のかたち
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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RAG
Retrieval Augmented Generation

F-RAG
Federated RAG

DataspaceText Database



MCP
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MCP (Model Context Protocol）︓AIが他のシステムと連携する⽅法

nMCP（Model Context Protocol）
► AIモデルが外部のデータソースやアプリケーションとやり取りする際に、プロンプト・ツール呼び出し・リソース情報などの“コンテキス
ト”を、JSONベースの共通メタデータ形式で送受信できるように定めたオープン標準プロトコルです。
u AIとデータソース／アプリケーションとの間のコミュニケーションの「⼟管」

2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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既存の情報システム
データベース等

LLM

1. query8. answer

3. query

6. prompt
(query + collected data)

7. answer

2. query

.....

MCP Server

MCP Server

4. Data5. Data

AI エージェント
eg. Claude Desktop

MCP

既存の情報システム
データベース等



研究室が以前作成した、⾃治体データ（⽇経新聞社との共同研究）
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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各データ項⽬とその出典（以下のデータ項⽬を⼈⼝10万⼈以上の基礎⾃治体 280程度）
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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⾃治体のデータベースをLLMにアクセスさせて、⾃治体のデータ分析を壁うちする
（⼀般知識ではなくて、提供したデータベースの内容に基づいた知⾒を出す）

2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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ウェルビーイング指標によるベスト5都市ランキング
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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箱根観光プラン
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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ローカルAI
社内・庁内だけで⽣成AIを動かす

70

6



AIは、AI企業への情報・データの流出が⼼配という場合 à OSSを⽤いたローカルLLM
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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LM Studioでgenma-3-12bを
動かしている例



AI（LLM）の計算はどんどん軽量化している
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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AI（LLM）の計算はどんどん軽量化／安価化している

n 【推論コスト】
► 2022年11⽉から2024年10⽉までの2年間で、100万トークンあたりの推論価格は20ドルから0.07ドルへと99.7％も下落。

n 【エネルギー効率】
► NVIDIAのGPUにおける1トークン⽣成に必要なエネルギー量は、2014年の約4万ジュールから2024年には0.4ジュールまで、
実に10万5000分の1に減少。

n 【計算能⼒の総量】
► 世界中のNVIDIA GPUの総計算能⼒は2019年第1四半期の3.3×10の19乗 FLOP/sから2024年第4四半期には4×10
の21乗 FLOP/sへと、6年間で100倍以上に増加。

2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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専⾨知識をもたせた⽣成AIの
⾃治体での利⽤事例
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AI活⽤による情報提供の変⾰
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Webページ
スマホアプリ

Webページ

⽂書データ

⽂書DB

Open
Data

1. これまで

2. 最近の動向

3. AIを活かした将来形

RAG

RAG

2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

n今後、住⺠はウェブページやアプリではなく、⽣成AI（チャット）を通じて情報を検索する
nこの変化に対応するため、⾏政⼿続きや情報をJSONなどの構造化データに変換し、データプラットフォー

ムに集約



「プッシュ型⾏政」の実現によるQOL向上

n住⺠が⾃分から申請する「申請主義」から、⾏政側から利⽤可能なサービスや補助⾦を通知する「プッシュ型」への
転換が、QOL向上に直結すると強調されました。
► 出⽣や死去といったライフイベントに伴う⼿続きは、⼈⽣で経験する回数が少ないため、住⺠は事前に情報をもっていることが
少ないため、プッシュ型が有効である

n実現のためには、国・都・基礎⾃治体のデータを横断的に連携させる必要があり。実現のためには、AIがその中核技
術

2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.

76

各種⾏政データ
⾏政⼿続情報 ⾏政DB

Open
Data

該当情報を
住⺠にPush

ライフイベント

MCP接続

制度レジストリ



職員不⾜への対応

n⾃治体では職員の⽋員が深刻な問題
► 例︓定員の1割が⽋員という場所も

n警察や消防などクリティカルな部署でも⽋員が⽣じている
n将来的には、職員が半減しても公的サービス業務を維持・向上させるため、AIによる業務の⾃動化は不可⽋

2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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⾏政システムAI-Agent

プッシュ型配信

オンライン⼿続き⾃動化

EBPM



AIエージェントとスマートシティの融合︓AIエージェントによる都市の最適化
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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データ収集 TDPF
(データスペース、
都市OS）

可視化

予測

最適化
改善改良

⾏動変容
(短期的対応)

都市の変⾰
(⻑期的対応)

告知・宣伝

変⾰管理

AI

AI



⽣成AI + データ ＝ xIPF
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https://xipf-founding-event.jp/

2025年10⽉7⽇（⽕）13:30〜17:00

東京⼤学本郷キャンパス伊藤謝恩ホール

2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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産学連携によるF-RAGのユースケース開発
2026/1/28(C) 2026 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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使いやすい防災データ研究会
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使いやすい防災データ研究会 https://www.koshizuka-lab.org/?page_id=1432

n ⽬的
► 災害から国⺠の命と暮らしを守るためには、有事・平時に関わら

ず、1⼈1⼈が正確な情報を適切なタイミングで取得できる事が
重要である。

► デジタル社会となった現在、防災減災に関わる情報を発信する
国や⾃治体と、国⺠へ情報を届ける役割を担うメディアなど⺠間
で、様々なデータを共有できる環境整備の必要性が⾼まってい
る。

► それに応えるため、各種データを使⽤しやすい形式で集約する基
盤・プラットフォームのあり⽅について、関係者が検討、研究し、
実現に向けて提⾔する。

n 研究内容
► 現状の可視化︓防災減災に関わるデータの種類・形式構造、

発信主体、流通ルート、伝達対象
► 短期課題の共有︓各データの形式・加⼯しやすさ、共有⽅法、

正確性の担保、更新頻度、管理体制
► 近未来防災データ︓近未来予測の精度向上、近未来防災

データ基盤（パーソナル化、web３、Society5.0他）
► 解決策の検討︓「あるべき姿」「考え⽅」「役割分担」「設計思
想」の整理、共通認識

► ⼯程を含む提⾔︓誰が、いつまでに、何を、どのように、実現する
か
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提⾔（2024年3⽉）
(C) 2024 Noboru Koshizuka, All Rights Reserved.
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